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▶改修工事が進む鞍手中学校屋内の状況

平成 26 年 10 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.104 ②

【会計別決算状況】

年度決算を認定
　
平
成
26
年
９
月
定
例
会
が

９
月
３
日
～
19
日
ま
で
の
17

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度

の
各
会
計
の
決
算
認
定
や
平

成
26
年
度
一
般
会
計
等
補
正

予
算
５
件
、
条
例
の
制
定
・

改
正
４
件
、
人
事
案
件
１
件

請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
意

見
書
１
件
、
請
願
３
件
、
陳

情
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
・
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
決
算
で

は
、
歳
入
決
算
額
67
億
９
８

４
７
万
円
と
、
前
年
度
に
比

べ
３
億
９
０
７
６
万
円
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
、

県
支
出
金
、
諸
収
入
、
町
債

が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
66
億
１

９
０
４
万
円
で
前
年
度
よ
り

４
億
１
２
２
８
万
円
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
給
付
負
担
金
、
介
護

保
険
広
域
連
合
負
担
金
、
障

害
者
自
立
支
援
事
業
、
児
童

手
当
費
、
く
ら
て
病
院
運
営

費
負
担
金
、
宮
若
市
外
二
町

じ
ん
芥
処
理
施
設
運
営
費
負

担
金
、
直
方
・
鞍
手
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
消
防
事
業

負
担
金
、
鞍
手
中
学
校
改
修

等
整
備
工
事
に
よ
る
歳
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
前
年
比
４
億
１
２
２
８
万
円
の
減
少

◎
一
般
会
計
決
算
66
億
１
９
０
４
万
円

▼
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決

月定例会9

会　　計　　名
歳　入

（財　源）
歳　出

（使いみち）
歳出の前年度
との比較（％）

一　般　会　計 67 億 9,847 万円 66 億 1,904 万円 94.1

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 21 億 1,068 万円 23 億    433 万円 103.5

かんがい施設維持管理運営費 6,067 万円 6,066 万円 117.8

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 2,998 万円 2 億 2,924 万円 101.8

住 宅 新 築 資 金 等 91 万円 91 万円 91.9

流 域 関 連 公 共 下 水 道 事 業 6 億 9,612 万円 6 億 9,603 万円 109.9

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 732 万円 732 万円 135.6

中 山 西 区 用 地 造 成 事 業 7,959 万円 7,959 万円 136.1

泉水団地改良住宅移設事業 7 億 7,446 万円 5 億 3,050 万円 97.2

地方独立行政法人くらて病院貸付金 3 億 6,625 万円 3 億 6,625 万円 －

水道事業会計
収 益 的 収 支 3 億 　280 万円 3 億 1,803 万円 104.0
資 本 的 収 支 293 万円 8,325 万円 128.2
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年度決算を認定25

項目 25 年度 24 年度 比較増減 説　　　　明

歳　
入

町         税 17 億 1,579 万円 17 億 2,693 万円 △ 1,114 万円 町民税など、みなさんが町に納めていただいているお金。

国県支出金 9 億 4,165 万円 9 億 6,543 万円 △ 2,378 万円 国・県が使途を特定して町に交付するお金。
地方交付税 24 億 6,071 万円 25 億　217 万円 △ 4,146 万円 市町村の税源の不均衡を調整して国が交付するお金。

町         債 6 億 6,069 万円 8 億 7,276 万円 △ 2 億 1,207 万円 町が特定の事業のため、国や金融機関から借り入れるお金。

そ   の   他 10 億 1,963 万円 11 億 2,194 万円 △ 1 億　231 万円 分担金及び負担金、使用料、財産収入、特別会計からの繰入金など。

合         計 67 億 9,847 万円 71 億 8,923 万円 △ 3 億 9,076 万円

歳　
出

人   件   費 10 億 8,692 万円 11 億 5,596 万円 △ 6,904 万円 職員の給料や議員報酬等に使うお金。

物   件   費 9 億　376 万円 8 億 6,359 万円 4,017 万円 賃金、旅費、交際費、需用費など消費的性質の経費。

普通建設事業費 3 億 5,748 万円 5 億 6,481 万円 △ 2 億　733 万円 道路整備、建物等の建設に使うお金。

補 助 費 等 11 億　592 万円 10 億 4,936 万円 5,656 万円 補助金、負担金として支出するお金。

公   債   費 6 億 3,936 万円 6 億 9,923 万円 △ 5,987 万円 町債の元利償還金及び一時借入金利子を支払う経費。

繰   出   金 9 億 5,812 万円 10 億 3,851 万円 △ 8,039 万円 特別会計に対して支出するお金。

そ   の   他 15 億 6,748 万円 16 億 5,986 万円 9,238 万円 扶助費（医療費・児童手当など）、貸付金などに使うお金。

合         計 66 億 1,904 万円 70 億 3,132 万円 △ 4 億 1,228 万円

【一般会計歳入・歳出性質別決算状況】

区　　　　　分 ２５年度 ２４年度 前年度との比較

基金（町の貯金） 65 億 8,746 万円 62 億 4,649 万円 3 億 4,097 万円

町債の残高
（町の借金）

一般会計 64 億 6,110 万円 64 億 8,577 万円 △ 2,467 万円

特別会計 52 億 3,968 万円 51 億 5,776 万円 8,192 万円

合　　計 117 億　  78 万円 116 億 4,353 万円 5,725 万円

ま
ち
の

財
政
状
況
は
⁉

　

平
成
25
年
度
の
決
算
で
、

基
金
（
町
の
貯
金
）
は
65
億

８
７
４
６
万
円
と
前
年
度
に

比
べ
３
億
４
０
９
７
万
円
増

え
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
債
の
残
高
（
町

の
借
金
）
は
前
年
度
に
比
べ

５
７
２
５
万
円
増
え
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
、
１
１
７
億
78
万
円
の
借

金
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
１
１

１
４
万
円
の
減
額
、
地
方
交

付
税
で
は
普
通
交
付
税
が
２

３
６
５
万
円
減
額
、
特
別
交

付
税
が
１
７
８
１
万
円
減
額
、

国
・
県
補
助
金
で
は
、
農
業

水
利
施
設
合
理
化
事
業
補
助

金
３
３
０
万
円
の
増
額
、
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
事
業
県
補
助
金
２
３
３

２
万
円
の
減
額
等
に
よ
り
、

歳
入
合
計
は
前
年
度
に
比
べ

金
額
で
３
億
９
０
７
６
万
円
、

率
で
５
・
４
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
が
６

９
０
４
万
円
の
減
、
建
設
事

業
費
が
単
独
事
業
費
の
減
に

よ
り
２
億
７
３
３
万
円
の
減

額
、
町
立
病
院
事
業
会
計
へ

の
繰
出
金
が
無
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
歳
出
合
計
は
、

前
年
度
に
比
べ
金
額
で
４
億

１
２
２
８
万
円
、
率
で
５
・

９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※
普
通
交
付
税
と
は
、
地
方

公
共
団
体
間
の
財
政
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
、
財
源
不

足
額
か
ら
算
定
し
て
国
が
交

付
す
る
も
の
で
す
。

※
特
別
交
付
税
と
は
、
災
害

な
ど
の
特
別
な
財
政
需
要
に

応
じ
て
国
が
交
付
す
る
も
の

で
す
。

・
町
民
一
人
あ
た
り
の
貯
金
の
額
39
万
円

・
町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
の
額
69
万
円
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使ったお金（歳出）

■議会費
9,363 万円 1.4％

総務費
11 億 6,260 万円

17.6％

民生費
22 億 1,371 万円
33.4％

衛生費
8 億 5,355 万円

12.9％

66 億 1,904 万円
（100％）

■労働費
1,763 万円

0.3％

■農林水産業費
1 億 5,250 万円

2.3％

■商工費 0.8％5,546 万円

■消防費 5.1％3 億 3,866 万円

■教育費
7.8％5 億 1,930 万円

■災害復旧費
0.4％2,848 万円

■公債費（借金返済）
9.7％6 億 4,151 万円

■地方交付税の推移

■県支出金 6.2％4 億 2,330 万円

・室木小学校
  火災復旧
  工事

・鞍手中学
  校改修等
  整備工事
  など　

・地域バス
  路線等運
  行維持費
  など

■土木費
8.2％

5 億 4,201 万円

・本町今村
  線歩道改
  良工事など　

・農業基盤
  整備促進
  事業など

・じん芥処理
  負担金など　

・児童手当
・介護保険広域
  連合負担金
・障がい者自立
  支援など

・鞍手駅関連施
  設管理
・鞍手駅駅舎屋
  根改修工事
・参議院議員
  選挙費など　

・直鞍広域
  消防負担
  金など　

・九州労働
  金庫預託
  金など

・議員報酬
・政務活動費
・会議録速記
  料など　

歳出決算額

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。入ってきたお金（歳入）

一般会計決算状況

67 億 9,847 万円

自主財源

（100％）

依存財源

町税

25.2％

地方交付税 24 億 6,071 万円
36.2％

歳入決算額

17 億
1,579 万円■国庫支出金

5 億 1,835 万円7.6％

9.7％
■町債（借金）
6 億 6,069 万円

■諸収入
1 億 8,679 万円
2.7％

■使用料及び手数料
1 億 6,492 万円
2.4％

■町税の内訳

17億1579万円

1億5799万円

3909万円

8億2963万円

6億8908万円

17億2693万円

1億4413万円

3891万円

8億3000万円

7億1389万円

万円 5億0000万円10億0000万円15億0000万円20億0000万円

合 計

町たばこ税

軽自動車税

固定資産税

町 民 税

収入額 24年度

収入額 25年度

国や県から交
付されるお金
や借金
43 億
5,613 万円

●依存財源

64.1％

●自主財源
町が自主的に集める
ことができるお金
24 億 4,234 万円
35.9％

○ゴルフ場利用税交付金

1 億 5,039 万円（2.2％）○地方消費税交付金
○地方譲与税 　　6,591 万円（1.0％）

575 万円（0.1％）○地方特例交付金
2,734 万円（0.4％）
2,225 万円（0.3％）○自動車取得税交付金

357 万円（0.1％）○利子割交付金
316 万円（0.0％）○交通安全対策特別交付金
589 万円（0.1％）○配当割交付金
883 万円（0.1％）○株式等譲渡所得割交付金

1 億　 762 万円（1.6％）○分担金及び負担金
○繰越金 1 億 5,791 万円（2.3％）

2,710 万円（0.4％）○財産収入
8,168 万円（1.2％）○繰入金

54 万円（0.0％）○寄付金

24億6071万円

25億0217万円

25億1590万円

万円 10億0000万円 20億0000万円 30億0000万円

平成25年度

平成24年度

平成23年度

交付額

交付額

0 10 億円 20 億円 30 億円

5 億円 10 億円 15 億円 20 億円0
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く
ら
て
病
院
運
営
費
負
担

金
、
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥

処
理
施
設
運
営
費
負
担
金
、

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
事
業
費
負
担

金
、
新
中
学
校
改
修
工
事
費

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
歳

入
歳
出
の
当
初
予
算
と
最
終

予
算(

繰
越
額
を
含
む)

に

お
い
て
大
き
な
差
が
み
ら
れ

る
款
が
あ
り
ま
す
が
、
や
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
妥

当
な
予
算
編
成
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
１
億
９
３
６
５
万

円
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
医
療
費
抑
制
に
あ
た
っ

て
創
意
工
夫
を
さ
れ
、
保
険

事
業
の
安
定
に
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
財
産
収
入
の
増
加
及
び

繰
入
金
の
減
少
に
よ
り
９
１

８
万
円
の
増
、
歳
出
も
事
業

費
の
増
加
に
よ
り
同
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
な
運
用
を
要
望
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
74
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
な
運
用
を
要
望
し
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
は
、
現
在
償
還
業
務
の
み

で
、
１
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貸
付
金
回
収
金

未
済
額
は
、
２
６
２
５
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
89
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
未
収
金

の
回
収
に
つ
い
て
、
一
層
の

努
力
を
要
望
し
ま
す
。

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
９
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
道
整
備
普
及
率
は
42
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
推
進
を
効

率
的
に
進
め
る
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
適
正
な
運
用

を
要
望
し
ま
す
。

　

中
山
西
区
用
地
造
成
事
業

特
別
会
計
は
、
実
質
収
支
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
会
計

は
、
す
べ
て
の
用
地
の
売
買

契
約
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設

事
業
特
別
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
１
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
な
運
用
を
要
望
し
ま
す
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら

て
病
院
貸
付
金
特
別
会
計

は
、
実
質
収
支
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
適
正
な
運
用

を
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
減
価

償
却
費
２
１
７
万
円(

１
・

95
％)

は
減
少
し
た
も
の
の
、

原
水
及
び
浄
水
費
８
８
１
万

円
、(

12
・
57
％)

、
受
託
工

事
費
７
０
６
万
円(

２
０
６・

01
％)

や
資
産
減
耗
費
２
３

８
万
円
（
50
・
25
％
）
の
増

加
か
ら
、
１
７
６
６
万
円
の

純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
、
経
費
の
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
正

な
利
益
を
確
保
す
る
よ
う
望

み
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

は
全
体
の
約
50
％
を
占
め
、

国
・
県
へ
の
依
存
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

予
算
が
流
動
的
・
他
動
的
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
補
正

を
行
う
こ
と
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
内
容
と

し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
給

付
負
担
金
、
介
護
保
険
広
域

連
合
負
担
金
、
障
害
者
自

立
支
援
事
業
、
児
童
手
当
、

監
査
報
告
書
か
ら

25
年
度
決
算
を
見
る

一
般
会
計

そ
の
他
の
会
計

平成23年度 平成24年度 平成25年度

収入未済額 １億 3,186 万円 １億 2,882 万円 １億 2,752 万円
不納欠損額 1,759 万円 1,095 万円 1,507 万円

合　計 １億 4,945 万円 １億 3,977 万円 １億 4,259 万円

■その他の未納額

平成23年度 平成24年度 平成25年度
町　民　税 5,467 万円 5,419 万円 5,320 万円
固定資産税 5,136 万円 4,903 万円 4,840 万円
軽自動車税 616 万円 591 万円 589 万円

合　計 １億 1,219 万円 １億　913 万円 １億　749 万円

■税目別の滞納額

■収入未済額と不納欠損額

約１億749万円町税滞納額

▶不納欠損（ふのうけっそん）
　地方税法等の規定により、徴収できなくなったもの。

平成23年度 平成24年度 平成25年度
町営住宅家賃 1,450 万円 1,371 万円 1,416 万円
保 　育　 料 517 万円 597 万円 587 万円
国 　保　 税 9,984 万円 １億　118 万円 １億　218 万円

住宅新築資金等 2,812 万円 2,714 万円 2,625 万円
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（千円） 実質単年度収支額と累積赤字額の推移
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主
な
質
疑

 　
　
　
　今
後
国
保
会
計
が
県

に
統
一
さ
れ
る
際
に
、

こ
の
赤
字
部
分
は
、
町
で
処

分
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

こ
の
問
題
は
本

町
だ
け
で
は
な

く
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
全
自
治

体
が
抱
え
て
い
る
問
題
で
、

町
村
会
を
通
じ
て
国
に
要
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
終
的
に
国
保
会
計
が
県

に
統
一
さ
れ
た
時
に
国
・
県

が
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の

か
、
ま
た
保
険
料
に
つ
い
て

も
い
く
ら
に
す
る
の
か
正
確

に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

162.88

162.98 163.78
165.07

166.22
161.01

159.83

163.87

180.07
181.99

145

150

155

160

165

170

175

180

185

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

（円/㎥） 供給単価と給水原価の推移

供給単価

給水原価

主
な
質
疑

当
初
予
算
か
ら
赤
字

予
算
で
、
最
終
的
に

１
７
０
０
万
円
ほ
ど
の
赤
字

に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
に
す

る
の
か
。

今
年
の
４
月
に

消
費
税
が
上
が

り
、
水
道
料
金
も
上
げ
れ
ば
、

町
民
に
負
担
を
か
け
る
と
危

惧
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
政
権
が
来
年
の
10
月
に

消
費
税
を
10
％
に
す
る
と
聞

き
及
ん
で
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
も
う
少
し

様
子
を
見
て
、
い
ず
れ
は
料

金
を
上
げ
な
け
れ
ば
厳
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
も
う
一
度

精
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問

国民健康保険事業特別会計決算
●平成 25 年度累積赤字１億９３６５万円

▶賛成 10・反対１で可決

●
平
成
25
年
度　

１
７
６
６
万
円
の
赤
字

水
道
事
業
会
計
決
算

▼
全
員
賛
成
で
可
決

町 

長

町 

長

実質単年度
収支額プラス

実質単年度
収支額マイナス

累積赤字額

（注）（１）

（注）（２）

有収水量とは、年間の料金徴収の対象となった水量。*

（注）（１）供給単価とは、有収水量　１㎥当たりについて、どれだけの収益を得ているかを表す。*
（２）     給水原価とは、有収水量　１㎥当たりについて、どれだけ費用がかかっているかを表す。*



⑦ 平成 26 年 10 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.104

　

本
補
正
予
算
は
、
歳
入
で

平
成
26
年
度
普
通
交
付
税
の

確
定
や
平
成
25
年
度
決
算
に

伴
う
繰
越
金
の
確
定
な
ど
に

よ
る
追
加
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
改
正
に

伴
い
、
新
中
学
校
の
運
動
場

整
備
事
業
が
新
た
に
過
疎
対

策
事
業
債
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
学
校
教
育
施
設

等
整
備
事
業
債
か
ら
の
組
み

替
え
等
の
補
正
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
歳
出
で
は
、
平
成
26

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

本
算
定
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
の
追
加
、
予
防

接
種
法
の
改
正
に
伴
い
水
痘

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
費

の
追
加
及
び
文
化
体
育
総
合

施
設
の
北
東
部
擁
壁
の
亀
裂

発
生
に
伴
う
改
修
事
業
費
な

ど
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
２
億
２
３
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
75
億
７
６
４
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

平成 26 年度
一般会計補正予算

● 2 億 231 万３千円を追加

水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
追
加

平
成
26
年
10
月
よ
り
定
期
予
防
接
種

月
か
ら
36
ヶ
月
ま
で
に
至
る

ま
で
の
幼
児
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
26
年
度
に
限

り
経
過
措
置
と
し
て
、
生
後

36
ヶ
月
か
ら
60
ヶ
月
に
至
る

ま
で
の
幼
児
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
対
象
者
数
が
４
６
３

名
に
な
り
ま
す
が
、
予
算
計

上
額
と
し
て
は
、
３
歳
か
ら

４
歳
に
つ
い
て
は
、
他
か
ら

水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
対

象
者
の
７
割
で
計
算
し
、
１

歳
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
９
割
で
事
業

費
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。

水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
事
業
費
の
追
加

は
、
何
件
分
追
加
し
て
い
る

の
か
。

今
回
10
月

１
日
か
ら

水
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
が

あ
り
ま
す
が
、
件
数
的
に
は
、

対
象
者
を
４
６
３
名
と
し
て

い
ま
す
。対

象
者
の
要
件
と
、

４
６
３
名
が
対
象
者

全
員
な
の
か
。

対
象
者
は

生
後
12
ヶ

問問 保
険
健
康
課
長

１
～
２
歳
児
を
対
象
（
平
成
26
年
度
は
、
経
過
措
置

と
し
て
３
～
４
歳
児
も
対
象
）

保
険
健
康
課
長

▶全員賛成で可決
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工
事
箇
所
の
再
確
認

と
現
状
を
把
握
し
た

時
期
は
。

文
化
体
育
総
合

施
設
の
北
側
、

総
合
プ
ー
ル
の
下
側
に
な
り

ま
す
。

　

道
路
に
面
し
た
擁
壁
に
高

さ
４
ｍ
、
幅
が
50
ｍ
の
範
囲

で
亀
裂
が
入
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問

　

昭
和
54
年
か
ら
始
ま
っ
た

文
化
体
育
総
合
施
設
事
業
の

際
に
当
該
擁
壁
も
建
設
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
建
設
の
数
年
後
に
亀

裂
が
生
じ
、
そ
の
後
簡
易
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
目
視
で
観
察
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き

な
損
傷
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。こ

の
時
期
に
復
旧
す

る
た
め
の
予
算
を
計

上
し
た
理
由
は
。

問

当
該
箇
所
は
、

新
中
学
校
の
通

学
路
と
な
り
ま
す
。
万
が
一

事
故
が
起
き
る
と
大
変
で
す

の
で
、
補
正
予
算
を
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
地
は
か
つ
て
池
が

あ
り
、
地
質
的
に
軟

弱
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
こ

と
を
含
め
て
調
査
し
た
後
、

本
復
旧
す
る
の
か
。

以
前
、
池
の
一

部
だ
っ
た
た

め
、
十
分
な
調
査
を
行
っ
て

本
格
的
な
復
旧
工
事
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

完
璧
な
工
事
を
行
う
た
め

に
調
査
設
計
委
託
料
も
計
上

し
て
い
ま
す
。

問

子
ど
も
た
ち
は
認
定
区
分
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

１
号
認
定
は
、
教
育
標
準

時
間
を
認
定
す
る
こ
と
で
、

３
歳
以
上
の
幼
稚
園
で
教
育

を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
す
。

　

２
号
認
定
は
、
保
育
所
の

認
定
に
な
り
ま
す
が
、
３
歳

以
上
に
な
り
ま
す
。

　

３
号
認
定
は
、
３
歳
未
満

の
保
育
所
を
希
望
さ
れ
る
方

が
利
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
認
定
区
分
を
受
け
る

こ
と
が
、
変
更
点
で
す
。

文
化
体
育
総
合
施
設
の

擁
壁
改
修
事
業
費
追
加

▶文化体育総合施設の
北東部擁壁に亀裂発生

子ども・子育て新制度が
来年 4 月よりスタート

■特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定

条
例
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町

で
行
わ
れ
て
い
る
保
育
事
業

が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

新
制
度
は

来
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
定
子
ど
も
園
を

通
じ
た
施
設
型
給
付
と
小
規

模
保
育
所
等
へ
の
給
付
、
地

域
型
保
育
給
付
で
共
通
の
財

政
支
援
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

現
行
の
制
度
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
幼
稚
園
で
は
就
園
奨
励

費
、
保
育
所
で
あ
れ
ば
運
営

費
を
支
払
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。保

育
所
の
入
所
手
続

き
は
、
従
前
の
ま
ま

と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

こ
れ
か
ら

保
育
所
等

を
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

問
主
な
質
疑

問

教
育
課
長

町 

長

教
育
課
長

福
祉
人
権
課
長

福
祉
人
権
課
長



「
軽
度
外
傷
性
脳
損

傷
に
関
わ
る
周
知

及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
な
ど
を

要
請
す
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

　
大
阪
府
東
大
阪
市
六
万

　
寺
町
３
の
12
の
33

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会　

代
表　
藤
本  

久
美
子

陳　
情

　
(

全
員
賛
成
で
採
択)
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す
べ
て
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
者
の
早

期
救
済
・
解
決
を

図
る
事
等
を
求
め

る
意
見
書

　

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
１
件
を
全
会
一
致
で
可

決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ

提
出
し
ま
し
た
。

●
提
出
者　
宇
田
川　
亮

意
見
書

請　
　
願

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

(

全
員
賛
成
で
採
択)

「
手
話
言
語
法
」
制
定

を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

●
請
願
者　

　
大
字
新
延
４
１
４
番
地
１

　
鞍
手
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会　

会
長　
井
立
田
秀
康

　
鞍
手
町
聴
覚
部
会

代
表　
阿
高　
一
成

●
紹
介
議
員　

  

岡
﨑　
邦
博

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

(

全
員
賛
成
で
採
択)

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願

●
請
願
者　

　
福
岡
市
西
区
姪
浜
４
丁
目
８
の
２

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
九
州
原
告
団

代
表　
梁
井　
朱
美

●
紹
介
議
員       　

   

星  　
正
彦 

　

国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

(

全
員
賛
成
で
採
択)

「
農
業
・
農
協
改
革
」

に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る

請
願

原　

    

哲 

也

星 　

 

正 

彦

須 

藤    

敏 

夫

熊 

井    

照 

明

田
中    

二
三
輝

武 

谷    

保 

正

岡 

﨑    

邦 

博

須
山    

由
紀
生

宇
田
川   

亮

●
請
願
者　

　

直
方
市
知
古
二
丁
目
３

　
番
４
号

　
直
鞍
農
業
協
同
組
合　

　
代
表
理
事
組
合
長　
堀　
勝
彦

　

福
岡
県
宮
若
市
本
城
５

　
５
６
の
１

　
福
岡
県
農
政
連
直
鞍
支
部

支
部
長　
相
葉　
富
雄

●
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

●
平
成
26
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算

●
平
成
26
年
度
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　
を
定
め
る
条
例

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例

●
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

●
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
全
員
賛
成
で
可
決

●
若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

▼
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

●
紹
介
議
員
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　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点
について質問することです。

４人が
一般質問

知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

一般質問

３．宇田川　亮　議員・・・・・・・・・・・・・・１３　
・下水道工事の進捗状況と普及率向上の取り組みは。
・介護保険改悪への町の対策は。

1．須山　由紀生　議員・・・・・・・・・・・・・・１１
・鞍手駅・鞍手インターチェンジ周辺の、企業・商店誘致の進捗状
  況は。
・新鞍手中学校周辺を、一極集中型の庁舎街「コンパクトシティ」
  にする構想は。
・中学校跡地等利用検討委員会のその後の方針や進捗状況は。

・まちづくりの基本構想と老朽化が目立つ公共施設の対策は。
・役場組織見直しの考えは。

４．田中　二三輝　議員・・・・・・・・・・・・・１４　

2．岡﨑　邦博　議員・・・・・・・・・・・・・・・１２　

・８月２２日未明に土砂災害警戒情報が発表された際に町の取った
  体制は。
・水防計画書では、内水等の越水に六田川が想定されていないが、
  その理由は。
・４２自主防災組織において自主防災伝達マニュアルなどの作成は。

① 町の防災体制について

② 南北中学校統合後の校舎等の利用は。
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一般質問

▶取付道路工事も完了した、遠賀川渡河橋（仮称）

　

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
２
月
供
用
開
始
以

来
、
民
間
の
開
発
事
業
者
か

ら
様
々
な
相
談
が
あ
り
、
約

４
万
坪
の
開
発
計
画
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

当
該
用
地
に
は
40
名
弱
の

地
権
者
が
あ
り
、
土
地
利
用

の
同
意
を
得
る
た
め
に
開
発

事
業
者
主
催
の
地
権
者
説
明

　

遠
賀
川
渡
河
橋
が
仮
設
道

路
で
来
年
の
３
月
に
供
用
開

始
し
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
北

九
州
か
ら
渡
河
橋
を
渡
り
、

ロ
ー
ソ
ン
の
交
差
点
か
ら
左

折
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
行
く
Ｌ
字
ラ
イ
ン
。
こ
こ

が
鞍
手
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、「
核
」
に
な
る

場
所
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
周
辺
に
庁
舎
や
医
療

機
関
を
移
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
れ

ば
、
後
は
徒
歩
圏
内
で
い
け

る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

に
す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ

て
い
く
構
想
で
す
。

　

更
に
、
私
の
考
え
て
い
る

「
核
」
と
い
う
の
は
、
単
な

る
鞍
手
町
の
「
核
」
と
い
う

意
味
合
の
も
の
で
は
な
く
、

将
来
は
、
中
間
・
直
方
・
宮

若
市
、
更
に
は
遠
賀
・
小
竹

町
な
ど
近
隣
の
市
、
町
の

キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る

「
鞍
手
市
」
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
す
。

中
学
校
跡
地
等
利
用

検
討
委
員
会
の
そ
の

後
の
方
針
や
進
捗
状
況
は
。

本
年
８
月
11
日

に
、
第
１
回
目

の
中
学
校
跡
地
等
利
用
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
は
、
各
委
員

か
ら
の
提
案
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

　

ま
た
９
月
号
の
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
利
用
方
法

の
公
募
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
第
２
回
目
の
委

員
会
を
行
い
、
提
案
さ
れ
た

意
見
、
公
募
意
見
等
を
協
議

す
る
予
定
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
今
年
度
中

に
跡
地
利
用
に
つ
い
て
決
定

す
る
予
定
で
す
。

「
鞍
手
町
を
魅
力
あ
る
、住
み
た
い
町
へ
」

の
今
後
の
構
想
は
？

問

須山 由紀生 議員

問

会
が
、
こ
れ
ま
で
数
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
と
し
て

は
、
未
だ
同
意
を
得
ら
れ
て

い
な
い
10
名
程
度
の
地
権
者

と
開
発
事
業
者
の
間
で
継
続

的
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

来
年
４
月
に
は
、
鞍

手
中
学
校
が
新
た
に

開
校
し
ま
す
。

　

今
後
、
鞍
手
町
活
性
化
の

拠
点
に
な
り
得
る
こ
の
中
学

校
周
辺
を
、
一
極
集
中
型
の

庁
舎
街
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
）
に
す
る
構
想
は
。

　

私
も
議
員
と
全

く
同
感
で
あ
り

同
意
見
で
す
。

問町 

長

総
務
課
長

答

近
隣
の
市
、
町
の
核
に
な
る
、

　「
鞍
手
市
」
に
し
た
い

町
長

鞍
手
駅
・
鞍
手
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
企
業
や
商
店
誘
致
の
進
捗

状
況
は
。

Ｊ
Ｒ
鞍
手

駅
周
辺
開

発
に
つ
い
て
は
、
平
成
７
年

に
開
発
計
画
の
一
時
休
止
が

決
定
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

問地
域
振
興
課
長
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一般質問

▶自主防災組織の訓練状況

土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
令
さ
れ
た
時
は

自
主
防
災
組
織
へ
速
や
か

に
伝
達
し
、
同
時
に
第
２
配

備
、
第
３
配
備
を
取
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
８
月
22

日
未
明
に
警
報
が
発
令
さ
れ

た
際
に
は
第
１
配
備
の
ま
ま

だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
判

断
か
ら
か
。

土
砂
災
害
危
険

度
が
レ
ベ
ル
２

に
達
し
た
と
き
に
避
難
準
備

情
報
を
出
し
、
レ
ベ
ル
３
に

達
し
た
と
き
に
避
難
勧
告
を

出
し
ま
す
が
、
当
日
は
レ
ベ

ル
１
の
ま
ま
だ
っ
た
た
め
に

第
１
配
備
の
ま
ま
で
し
た
。

問

町
外
に
住
ん
で
い
る

職
員
が
相
当
数
い
る

と
思
う
が
、
道
路
の
冠
水
等

で
庁
舎
に
参
集
で
き
ず
、
配

置
体
制
ど
お
り
に
な
ら
な
く

て
も
支
障
は
な
い
か
。

第
２
配
備
で
41

名
、
第
３
配
備

で
全
員
が
参
集
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
が
冠

水
し
て
来
ら
れ
な
い
状
況
が

あ
る
と
し
て
も
、
で
き
る
範

囲
で
参
集
す
る
よ
う
言
っ
て

い
ま
す
。第

２
、
第
３
配
備
の

時
に
は
役
場
に
来
る

こ
と
が
危
険
な
場
合
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
職
員
が
揃
わ

な
い
な
ら
揃
わ
な
い
な
り
の

体
制
の
準
備
も
必
要
で
は
。

今
後
、
行
政
内

の
検
討
課
題
と

し
た
い
。水

防
計
画
書
に
あ
る

避
難
勧
告
等
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
、

利
用
方
法
は
検

討
委
員
会
で
検

討
し
ま
す
が
、
校
舎
は
で
き

れ
ば
避
難
所
と
し
て
活
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

南
北
中
学
校
は
災
害

時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
今

ま
で
選
挙
の
際
の
投
票
所
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
４
月
以
降
の
校
舎
等
の
利

用
は
。

水
害
に
お
け
る
発
令
基
準
に

町
内
で
一
番
水
害
が
発
生
し

て
い
る
六
田
川
の
内
水
等
の

越
水
が
想
定
さ
れ
て
な
い

が
。

な
ぜ
か
六
田
川

が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。
漏
れ
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
早
急
に
改
正
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

42
区
に
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
が
、
具
体

的
な
災
害
を
想
定
し
た
各

区
の
自
主
防
災
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
よ
う
な
も
の
は
、
ど

の
区
も
作
成
さ
れ
て
い
る
の

か
。

自
主
防
災
組
織

の
中
で
も
温
度

差
が
あ
り
、
避
難
訓
練
や
防

災
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
区
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

何
も
し
て
い
な
い
区
も
あ
る

の
で
、
全
体
的
な
底
上
げ
を

町
で
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

各区の自主防災組織の状況は？問

岡﨑　邦博 議員

全体的な底上げを町で
行うように考えています答総務

課長
総
務
課
長

問総
務
課
長

問町 

長
問

町 

長
問総

務
課
長

南
北
中
学
校
統
合
後
の
校

舎
等
の
利
用
は

問

総
務
課
長
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一般質問

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

普
及
率
向
上
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

下
水
道
の

普
及
率
は

平
成
25
年
度
末
で
42
・
６
％

で
す
。

　

水
洗
に
向
け
た
具
体
的
な

下
水
道
工
事
の
進
捗

状
況
と
完
了
予
定
は
。

平
成
25
年

度
末
で
、

計
画
処
理
区
域
面
積
に
対
し

て
26
・
８
％
の
整
備
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

完
了
予
定
は
、
平
成
37
年

度
を
目
標
年
次
と
し
て
い
ま

す
が
、
も
う
少
し
延
び
る
だ

本
年
６
月
に
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
が
成

立
し
、
来
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
介
護

保
険
か
ら
外
さ
れ
た
要
支
援

の
方
等
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
が
独
自
に
実
施
す
る
総
合

事
業
に
移
行
さ
れ
る
が
、
利

用
料
設
定
な
ど
の
対
策
は
。

現
段
階
で

は
、
鞍
手

町
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の

市
町
村
や
広
域
連
合
と
も
協

議
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
よ
り
総
合

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
単

価
は
下
げ
な
さ
い
と
い
う
国

の
指
針
も
出
て
い
る
。

　

介
護
事
業
者
の
経
営
や
労

働
者
の
給
与
に
も
影
響
が
あ

り
、
利
用
者
も
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
確
保

な
ど
の
対
策
は
。

サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
運
営
が
困

難
に
な
る
と
い
う
趣
旨
か
と

思
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
と
も
摺
り
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
何
と
か
提

供
者
が
や
っ
て
い
け
る
よ
う

な
状
況
作
り
に
向
か
っ
て
今

後
善
処
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
事
業
で
は
、
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
か
の
判
断
を
す
る
よ
う

に
な
る
。

　

介
護
保
険
の
認
定
は
、
本

人
が
希
望
す
れ
ば
受
け
さ
せ

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
は

介
護
申
請
を
さ
せ
な
い
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
方
や
家
族

の
状
況
、
身
体
の
状
況
な
ど

を
十
分
聞
い
た
上
で
、
必
要

な
方
に
は
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

下
水
道
普
及
率
向
上
の
取
り
組
み
は
？

問

取
り
組
み
は
、
融
資
斡
旋
、

利
子
補
給
と
鞍
手
町
振
興
券

の
利
用
促
進
を
推
進
し
て
い

ま
す
。水

洗
化
の
工
事
に
は

50
万
円
以
上
掛
か
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
補
助
や

率
の
い
い
定
期
預
金
な
ど
、

別
の
方
法
も
考
え
る
べ
き
で

は
。

金
融
機
関
と
相

談
し
て
、
下
水

道
積
立
貯
金
な
ど
の
商
品
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に

対
し
て
多
少
の
上
乗
せ
利
子

補
給
を
や
る
と
い
う
よ
う
な

措
置
等
も
今
後
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宇田川　亮 議員

答

下
水
道
積
立
預
金
な
ど
、

　
今
後
考
え
て
い
き
た
い

町
長

問

問

問町 

長

介
護
保
険
改
悪
に
対
す
る

対
策
は

問問

町 

長
問

▶今後の介護保険制度の行方は？

福
祉
人
権
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

福
祉
人
権
課
長



職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
上

が
詰
ま
っ
た
状
態
で
30
代
、

40
代
の
職
員
が
、
そ
れ
な
り

の
肩
書
き
を
も
っ
て
活
動
で

き
な
い
状
況
に
本
町
は
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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田中  二三輝 議員

鞍手町全体のグランドデザイン
の策定が必要だと思うが？問

れ
、
た
た
き
台
と
な
る
鞍
手

町
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
早
急
に
示
し
、
お
互
い

同
じ
土
俵
に
立
っ
て
議
論
を

し
て
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り

の
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
作
業
の
方
が
よ
り
実

が
結
び
易
い
の
で
は
な
い
の

か
。

私
の
考
え
は
、

ま
ず
は
核
を
し

っ
か
り
と
作
っ
て
、
そ
し
て

そ
れ
か
ら
波
及
さ
せ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
す
。

　

決
し
て
Ｌ
字
ラ
イ
ン
だ
け

を
発
展
さ
せ
る
と
か
、
そ
こ

に
集
中
さ
せ
る
と
か
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
核
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
と
協
議
を
し
、
い

ろ
ん
な
知
恵
を
頂
戴
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
、
既
に
第
５
次
の
総
合

計
画
に
着
手
を
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
部
門
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

一般質問

平成２７年度内には策定
を予定答町長

町
長
が
日
頃
用
い
て

い
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
具
体
的
な
考
え
方
お

よ
び
誰
が
見
て
も
老
朽
化
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
役
場

庁
舎
、
く
ら
て
病
院
、
そ
れ

か
ら
町
営
住
宅
に
関
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。
た
た
き
台
と
な
る
町

全
体
の
青
写
真
作
成
に
つ
い

て
以
前
か
ら
要
求
し
て
い
る

が
、
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

新
延
西
川
方
面
、
古
月
方

面
に
起
点
的
な
配
置
を
し
て

地
域
人
口
を
増
加
さ
せ
る
。

町
民
感
情
を
考
え
た
時
、
各

地
域
が
総
合
的
に
活
性
化
す

る
こ
と
を
最
重
要
と
し
、
軽

々
な
判
断
で
は
な
く
十
分
に

地
域
の
方
々
と
お
話
を
さ

問

町 

長

お
い
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
あ
る
程
度
整
い
ま

し
た
ら
ま
た
、
皆
さ
ん
に
発

表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

中
心
を
作
っ
て
云
々

と
い
う
町
長
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

今
お
話
だ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
も
の
が
で
き
て
、
賛
成
、

反
対
の
意
見
は
述
べ
る
つ
も

り
で
す
が
、
と
に
か
く
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
と
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
い
て
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
等
を
ま
ず

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
第
５
次
の
計
画
は
、

い
つ
頃
完
成
予
定
で
す
か
。

来
年
度
、
平
成

27
年
度
内
に
は

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問町 

長

役
場
組
織
の
見
直
し
の
考

え
は問

▶老朽化が進む役場庁舎

来
年
の
４
月
か

ら
は
係
長
、
課

長
補
佐
、
課
長
と
い
う
体
制

で
内
部
検
討
を
今
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

町 

長
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教
育
委
員　

野
中
眞
知
氏

の
任
期
が
平
成
26
年
10
月

６
日
で
満
了
す
る
た
め
、
同

氏
を
再
度
任
命
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
同
意

し
ま
し
た
。

野の
な
か中　
眞ま

ち知　
氏

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

大や
ま
と和　
　
勉つ
と
む　
氏

　

人
権
擁
護
委
員　

阿
部
哲

氏
の
任
期
が
平
成
26
年
12
月

31
日
で
満
了
す
る
た
め
、
そ

の
後
任
と
し
て
大
和
勉
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し

た
。

～流域関連公共下水道事業～請 負 契 約 の 締 結
【
契
約
の
相
手
方
】

藤
本
・
高
木
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
藤
本
土
木
㈱

　
代
表
取
締
役 

藤
本　
万
一

【
工　
期
】
１
６
２
日
間

平
成
26
年
９
月
19
日
か
ら

平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

【
契
約
の
相
手
方
】

水
摩
・
平
野
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
㈱
水
摩
組

　
代
表
取
締
役 

水
摩
竜
登
志

【
工　
期
】
１
６
２
日
間

平
成
26
年
９
月
19
日
か
ら

平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

役場

医院 池

唐ヶ崎公民館

剣北小学校

昭和通り公民館

 西川処理分区第 21 工区

工事個所

工事個所 工事個所

弥生雇用
促進住宅

やすらぎ園

消防団
第 4 分団
格納庫

工事個所

新川処理分区第１工区

新川水路

臨
時
会

　

平
成
26
年
第
５
回
臨
時
会

が
８
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　

本
条
例
は
、
福
祉
人
権
課

長
の
休
職
に
伴
い
、
新
た
な

課
長
職
の
昇
格
人
事
を
行
う

た
め
に
、
級
別
定
数
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
委
員
の
任
命

に
同
意

新
川
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事(

第
１
工
区)

西
川
処
理
分
区
管
渠
築
造

工
事 (

第
21
工
区)
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朝
晩
が
肌
寒
く
、
す
っ
か
り

秋
ら
し
い
澄
ん
だ
空
気
が
流
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
運
動
の
秋

で
も
あ
り
、
来
年
に
統
合
を
控

え
た
北
中
・
南
中
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
最
後
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
生
徒
の
み
な
ら
ず
、

両
中
学
校
の
卒
業
生
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
中
学
校
の
工
事

と
通
学
路
の
安
全
確
保
も
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
で
大
事
な
問
題
を
審
議

し
て
い
る
議
会
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
編
集
に
関
す
る
ご

意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（ 

宇
田
川　
亮 

）

■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
104
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

議
会
議
長  　
川　
野　
高　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  　
岡　
﨑　
邦　
博

副
委
員
長  　
宇
田
川　
　
　
亮

委　
　
員  　
田　
中　
二
三
輝

委　
　
員  　
熊　
井　
照　
明

委　
　
員  　
須　
藤　
敏　
夫

委　
　
員  　
須　
山　
由
紀
生

　議会だより編集委員会では、表紙に載せ
る写真を募集しています。
　今年のテーマは、

　詳しくは、左記の問い合わせ　議会事務
局までご連絡ください。

表紙の写真を募集しています

●練習日　　
   月曜日・水曜日・金曜日　17：30 ～ 20：00
　土曜日・日曜日　高学年は練習試合・公式試合　　      　　
●練習場所　町立体育館　
●代表者　筒井　英和　   ●連絡先　０９０－８３９８－３３１５

鞍手ジュニアバレーボールクラブ表紙の紹介
キラッと輝く鞍手っ子‼

議会を傍聴しませんか
　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。
　受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また事前予約により、一般質問が手話通訳で傍聴できます。
　一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派遣し
ています（無料）。
■問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

（次回は、12月議会です。）

●鞍手町出身。実兄の影響で小学 1 年次よりバ
レーボールを始める。鞍手ジュニア VC では、
全日本バレーボール小学生大会で準優勝を遂げ
ている。博多女子中学を経て、名門の東九州龍
谷高校に進学する。チームは高校三冠（春高バ
レー、インターハイ、国体優勝）など輝かしい
戦績を残した。なかでも平成 21 年度全日本選
手権ではプレミア勢を立て続けに撃破し、東龍
旋風を巻き起こした影の立役者となった。
　プレミアリーグ 2013/14 シーズンではチー
ムのレギュラーリベロとなり、全試合出場を果
たしチーム二連覇に貢献。自らもベストリベロ
賞を獲得した。
　2014 年 4 月に全日本代表に初選出され、翌
月のモントルーバレーマスターズで全日本代表
デビューを果たした。

全日本女子バレー代表
筒井　さやか　選手

●鞍手ジュニアバレーボールクラブの紹介
　昭和 56 年に創部し 33 年を迎えました。これまで福岡県の代表と
して全国大会に６回、九州大会に５回出場しています。中でも平成
13 年には全国準優勝の成績を収めています。わがチームは「下手で
もよい、弱くてもよい。バレーボールが好きならば一生懸命にやろう。
そうすれば何らかの結果がついてくる」このことを合言葉に子ども
たちの「心・技・体」の育成を行っています。練習日は学年により
異なります。また、保護者の方にクラブ活動のお手伝いを強制する
ことはありません。
　バレーボールに興味のある方は町内外を問いませんので一度見学
に来てください。お待ちしています。

「少年スポーツ団体」です。


